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館林市報道資料 令和 ８年 ９月２４日 

表題 令和８年度 館林市総合防災訓練の実施について 

内容 

１ 目 的 

  災害対策基本法第４８条に基づき、防災関係機関が相互に連携して、

総合的な防災訓練を実施することにより、防災関係機関の災害発生時の

応急対策に関する活動を確認するとともに、訓練を通じて、市民の防災・

減災に関する理解と意識の高揚を図ることを目的とします。 

 

２ 実施日時・場所 

 (1) 実施日時 

   令和８年１０月１１日（日）午前９時から正午（雨天決行） 

 (2) 実施場所 

   館林城ゆめひろば 

 

３ 訓練内容 

 (1) 訓練想定 

   地震及び風水害 

 (2) 訓練項目 

   情報収集・伝達訓練、住民参加型訓練、即応実動訓練など７項目を

実施 

 

４ 参加・協力機関 

  １２４機関（参加機関：１１３，協力機関：１１） 約６００名 

 

５ 今回の訓練の特徴  

  ２年前と同様に訓練会場と展示・イベント会場に分け、訓練会場は防

災関係機関や住民参加による訓練を実施するとともに、展示・イベント

会場では疑似的な災害体験や防災に関する本市の取組について知るこ

とができます。 

  〇 防災関係機関による災害対応活動を披露することで、市民の防災

意識の高揚を図ります。 

  〇 自主防災組織を中心とした住民参加型の訓練を実施し、自助・共

助の意識の向上を図ります。 

  ○ 防災ヘリによる救助訓練、自衛隊の炊き出しカレーの試食やさま

ざまな災害活動を紹介することで、防災への理解を深めます。 

 

※ 添付資料「令和８年度館林市総合防災訓練実施要綱」 

本件の 

問合せ先 

総務部安全安心課 防災危機管理係 

Mail：anzen@city.tatebayashi.gunma.jp 

TEL ：0276-47-5114 

 





車両出入口

炊き出し訓練

仮設トイレ

①

②

③

④

⑤

受付 救護

⑥
・
⑦

⑧
・
⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

休憩
スペース

給
水

⑮

館林地区
消防組合

館林消防団

㈱ドコモＣＳ

県獣医師会
ＶＭＡＴ

群馬トヨタ
グループ㈱

利根川上流
河川事務所

生活協同組合
コープぐんま

三井住友海上
あいおいニッセイ

東京電力
ﾊﾟﾜｰｸﾞﾘｯﾄﾞ㈱

ＮＰＯ法人
ﾎﾞﾗﾝﾀﾘｰ・ｱｰｷ
ﾃｸﾂ・ﾈｯﾄﾜｰｸ

館林警察署
群 馬 県
危機管理課

１ 報道関係席
２～５ 参加機関
６ 放送席
７～８ 本部
９～１１ 来賓席
１２～２１ 住民参加型訓練兼一般来場者
２２ 給水所

①：自衛隊群馬地方協力本部
②：星野総合商事株式会社
③：一般社団法人群馬県ドローン普及協会
④：NTT東日本株式会社群馬支店
⑤：館林市社会福祉協議会
⑥：群馬県無線赤十字奉仕団館林邑楽地区分団

⑦：館林アマチュア無線クラブ

⑧：邑楽館林ガス事業協同組合
⑨：群馬県LPガス協会館林・邑楽支部
⑩：館林電気工事協同組合
⑪：ケーブルテレビ館林
⑫：株式会社富士薬品
⑬：損害保険ジャパン株式会社
⑭：館林市建築課
⑮：館林市女性防火クラブ連合会
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通行止め
10：45 ～ 11：20

会場周辺図

時間 訓練名 訓練内容

９：００ 訓練開始宣言

９：１０ 情報収集伝達訓練
・ドローンによる被害状況把握

・アマチュア無線による基地局開
設

９：３０ 住民参加型訓練
AEDと胸骨圧迫の応急救護、簡
易水防工法、消火器訓練、避難所
資機材取扱い訓練

１０：２５ 即応実働訓練

・消防、警察、自衛隊等の倒壊建
物からの救出救助
・DMAT等による負傷者のトリ
アージと処置等
・防災ヘリによる救助訓練

１１：１５ 復旧・復興訓練

・道路及び水道設備の復旧訓練

・邑楽郡内の町との物資・機材の
輸送訓練

・市外の自治体との遠隔地連携訓
練

１１：４５ 閉会式

9:00
▶12:00

展示・イベント
災害疑似体験、パネル・特殊車両
展示、炊き出し試食、アマチュア
無線局交信訓練 など

訓練会場図

主催：館林市 問合せ：安全安心課防災危機管理係 ℡：0276-47-5114
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